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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
内視鏡の挿入部からユニバーサルチューブ内に伸びる導光ファイバの入射端面に光を与え
るための光源と、
　この光源を内蔵したケーシングと、
　このケーシングに対する固定部、この固定部から延びるファイバ支持脚、及び、該ファ
イバ支持脚と上記光源との間に位置しかつ上記固定部から該ファイバ支持脚と平行に延び
る制限脚、を具備し、該固定部、ファイバ支持脚、及び、制限脚を予め一体化した上で上
記ケーシング内に設けたライトキャリングバンドルスリーブ支持部材と、
　上記ファイバ支持脚に形成された、上記導光ファイバの入射側端部が、該入射側端部の
外周を覆うライトキャリングバンドルスリーブとともに挿脱可能な支持用孔と、
　上記制限脚に、上記支持用孔と同軸に形成された、上記光源から射出された光束の照射
範囲を上記ライトキャリングバンドルスリーブの内側に制限する入射光制限孔と、
　を備えたことを特徴とする内視鏡用光源装置。
【請求項２】
請求項１記載の内視鏡用光源装置において、
　ライトキャリングバンドルスリーブ支持部材がアルミニウム製である内視鏡用光源装置
。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡に光を供給するための内視鏡用光源装置に関し、特にそのライトキャ
リングバンドルスリーブ支持部材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡の内部には導光ファイバ（ＬＣＢ：ライトキャリングバンドル）が配設されてお
り、導光ファイバの入射側端部の外周は、内視鏡に設けられた円筒状のライトキャリング
バンドルスリーブによって覆われている。光源装置のケーシングの壁面には、このライト
キャリングバンドルスリーブが挿脱可能な光源接続用孔が穿設されている。さらに、ケー
シングの底板の上面には、ライトキャリングバンドルスリーブ支持部材がねじ止めされて
いる。このライトキャリングバンドルスリーブ支持部材には、ケーシング内に突出してい
るライトキャリングバンドルスリーブの先端部が嵌合する支持用孔が穿設されている。ケ
ーシング内には、支持用孔と対向する光源と、光源と支持用孔の間に位置し、光源から射
出された光を導光ファイバの入射端面に導く集光レンズとが設けられている。
【０００３】
　光源から射出された光束は、集光レンズによって導光ファイバの入射端面に導かれ、さ
らに導光ファイバの内部を通って内視鏡の挿入部先端に設けられた照明用光学系へ導かれ
、この照明用光学系から内視鏡の外部に向けて射出されて、体腔内や機械の内部を照らす
（例えば、特許文献１）。
【０００４】
　このような構成の内視鏡用光源装置ではさらに、ケーシングの底板の上面に、集光レン
ズと支持用孔の間に位置させて、入射光制限部材をねじ止めにより固定することがある。
この入射光制限部材は、集光レンズを透過した光束を導光ファイバの入射端面にのみ導き
、該光束がライトキャリングバンドルスリーブに照射されないようにするための入射光制
限孔を具備する。内視鏡用光源装置にこのような入射光制限部材を設けることにより、上
記光束がライトキャリングバンドルスリーブに照射されなくなるので、ライトキャリング
バンドルスリーブが極めて高温となるのが防止される。
【特許文献１】特開平１１－３０５１４８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、内視鏡用光源装置にライトキャリングバンドルスリーブ支持部材と入射光制限
部材という２部材を設けると、部品点数が増加し、さらに、これらのケーシングの底板へ
の固定ねじによる固定作業が面倒になるので、内視鏡用光源装置の製造コストが高くなっ
てしまう。
　また、入射光制限孔は上記目的を有しているので、入射光制限孔の光源、集光レンズ、
及び支持用孔に対する相対位置には高い精度が要求されるが、このように高い位置精度を
確保しながら、キャリングバンドルスリーブ支持部材と入射光制限部材をケーシングの底
板に固定ねじで固定するのは容易ではない。
【０００６】
　本発明の目的は、製造コストを低く抑えることができ、かつ組み立てが簡単でありなが
ら、照明光束の照射範囲をライトキャリングバンドルスリーブの内側に制限できる内視鏡
用光源装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の内視鏡用光源装置は、内視鏡の挿入部からユニバーサルチューブ内に伸びる導
光ファイバの入射端面に光を与えるための光源と、この光源を内蔵したケーシングと、こ
のケーシングに対する固定部、この固定部から延びるファイバ支持脚、及び、該ファイバ
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支持脚と上記光源との間に位置しかつ上記固定部から該ファイバ支持脚と平行に延びる制
限脚、を具備し、該固定部、ファイバ支持脚、及び、制限脚を予め一体化した上で上記ケ
ーシング内に設けたライトキャリングバンドルスリーブ支持部材と、上記ファイバ支持脚
に形成された、上記導光ファイバの入射側端部が、該入射側端部の外周を覆うライトキャ
リングバンドルスリーブとともに挿脱可能な支持用孔と、上記制限脚に、上記支持用孔と
同軸に形成された、上記光源から射出された光束の照射範囲を上記ライトキャリングバン
ドルスリーブの内側に制限する入射光制限孔と、を備えたことを特徴としている。
                                                                        
【０００８】
　ライトキャリングバンドルスリーブ支持部材は、軽量化の観点からはアルニウム製とす
るのが好ましい。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によると、製造コストを低く抑えることができ、かつ組み立てが簡単でありなが
ら、照明光束の照射範囲をライトキャリングバンドルスリーブの内側に制限できる内視鏡
用光源装置が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明の一実施形態について、添付図面を参照しながら説明する。
　図１に示す電子内視鏡（内視鏡）１０は、操作部１１と挿入部１２を有し、挿入部１２
の先端部には、操作部１１に設けた湾曲操作装置１３の操作に応じて上下及び左右方向に
湾曲される湾曲部１２ａが設けられている。湾曲部１２ａの先端面には、図示しない観察
窓（対物窓）と照明光学系が設けられている。
【００１１】
　操作部１１からはユニバーサルチューブ１４が延びており、このユニバーサルチューブ
１４の先端に設けられたコネクタ部１４ａには、合成樹脂製の円筒形状をなすライトキャ
リングバンドルスリーブ１４ｂが突設されている。さらに、ライトキャリングバンドルス
リーブ１４ｂ、コネクタ部１４ａ、ユニバーサルチューブ１４、操作部１１及び挿入部１
２の内部には、導光ファイバ（ＬＣＢ：ライトキャリングバンドル）１５が配設されてお
り、その先端に形成された出射端面が、挿入部１１の先端内部において上記照明光学系に
接続されている。
【００１２】
　プロセッサ（内視鏡用光源装置）２０は図１及び図２に示すように、そのケーシング２
１の前壁２１ａ（図１及び図２の右側を前方、左側を後方とする）には円形孔２１ｂが穿
設されている。円形孔２１ｂには、段付き円筒形状をなし、かつその内部をライトキャリ
ングバンドルスリーブ１４ｂと略同径の挿入孔２２ａが前後方向に貫通する支持筒２２が
嵌合固定されている。支持筒２２は、円形孔２１ｂに嵌合される小径部２２ｂと、円形孔
２１ｂの外側に位置する大径部２２ｃとを具備する。ケーシング２１の底板２１ｃの上面
には、円形孔２１ｂの直後に位置するライトキャリングバンドルスリーブ支持部材２３が
載置されており、底板２１ｃに穿設された２つの挿通孔２１ｄ（図４参照）を貫通する固
定ねじ２４（図４参照）が、ライトキャリングバンドルスリーブ支持部材２３の固定部２
３ａの下面に穿設されたねじ孔２５に螺合することによって、ライトキャリングバンドル
スリーブ支持部材２３が底板２１ｃに固定されている。
【００１３】
　図４から図６に示すようにライトキャリングバンドルスリーブ支持部材２３は、固定部
２３ａから平行に延びると共に互いに前後方向に離間するファイバ支持脚２６と制御脚２
７を具備しており、全体がアルミニウムによって一体成形されている。ファイバ支持脚２
６と制御脚２７には両者をそれぞれ前後方向に貫通する支持用孔２８と入射光制限孔２９
が穿設されている。支持用孔２８は挿入孔２２ａと同径であり、支持用孔２８と入射光制
限孔２９は互いに前後方向に同軸をなしている。ファイバ支持脚２６の後面の上端部には
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、ファイバ支持脚２６より広幅かつ正面視方形の遮光板３０が固着されている。さらに、
遮光板３０の後面には左右一対のヒンジ３１が設けられており、左右のヒンジ３１に回転
可能に支持された左右方向を向く回転軸３２には遮光蓋３３の上端が固着されている。回
転軸３２には図示を省略したトーションばねが取り付けられており、このトーションばね
の回転付勢力によって、遮光蓋３３は常に支持用孔２８の後端開口を閉塞する方向（図２
及び図４の反時計方向）に回転付勢されている。支持筒２２の後端面はファイバ支持脚２
６の前面に当接しており、挿入孔２２ａと支持用孔２８は同軸的に連通している。
【００１４】
　ケーシング２１の底板２１ｃの上面には、ライトキャリングバンドルスリーブ支持部材
２３の後方に位置するランプ電源４０と、ランプ電源４０にマイナス側給電線４６とプラ
ス側給電線４７を介して電気的に接続されたイグナイタ４１と、前後一対のヒートシンク
４２が固定されている。前後のヒートシンク４２に形成された取付孔４３と取付孔４４に
は光源ランプ（光源）４５の後端部と前端部が嵌合固定されている。そして、光源ランプ
４５とイグナイタ４１はマイナス側給電線４８とプラス側給電線４９によって接続されて
いる。さらに、底板２１ｃの上面には前方のヒートシンク４２とライトキャリングバンド
ルスリーブ支持部材２３の間に位置するレンズホルダ５０が固定されており、レンズホル
ダ５０を前後方向に貫通するレンズ固定孔５１には集光レンズＬ１と集光レンズＬ２が嵌
合固定されている。光源ランプ４５、集光レンズＬ１、集光レンズＬ２、入射光制限孔２
９、支持用孔２８、挿入孔２２ａは全て、前後方向を向く共通の軸線に対して同軸をなし
ている。
　ケーシング２１の外面に設けられたスイッチ（図示略）をＯＮ操作すると、ランプ電源
４０で発生した電力がプラス側給電線４７を通ってイグナイタ４１に送られ、イグナイタ
４１からプラス側給電線４７を通って光源ランプ４５に送られ、さらに、光源ランプ４５
からマイナス側給電線４８、イグナイタ４１、及びマイナス側給電線４６を通ってランプ
光源４０に戻る。このように光源ランプ４０に電流が流れると、光源ランプ４５内でアー
ク放電が起き、このアーク放電によって光源ランプ４５が点灯する。光源ランプ４５は挿
入部１２を体腔内や機械内へ挿入する場合は常時点灯させるものであり、上記スイッチＯ
ＦＦ操作により消灯する。
【００１５】
　次に、このような構成からなる内視鏡システムの動作について説明する。
　上記スイッチがＯＦＦの状態で、支持筒２２の挿入孔２２ａとライトキャリングバンド
ルスリーブ支持部材２３の支持用孔２８にライトキャリングバンドルスリーブ１４ｂを差
し込むと、ライトキャリングバンドルスリーブ１４ｂの後端部によって、遮光蓋３３が上
記トーションばねの付勢力に抗して図２及び図４の時計方向に回転し、ライトキャリング
バンドルスリーブ１４ｂの後端面が入射光制限孔２９の直前に位置する（図４の仮想線参
照）。この状態で上記スイッチをＯＮにすると光源ランプ４５が点灯し、この照明光の光
束Ｏは集光レンズＬ１と集光レンズＬ２を通って制御脚２７に向かう。そして、制御脚２
７の入射光制限孔２９を透過した全光束が導光ファイバ１５の入射端面１５ａに導かれ（
ライトキャリングバンドルスリーブ１４ｂの内側に導かれ）、入射光制限孔２９の外側の
光束は制御脚２７の後面と遮光蓋３３によって遮られる。従って、この外周側光束がライ
トキャリングバンドルスリーブ１４ｂの後端部に照射されることはない。導光ファイバ１
５の入射端面１５ａに入った光は、導光ファイバ１５を通って照明光学系に送られる。そ
して、照明光学系によって照らされた被写体を挿入部１２先端の観察窓を介して観察する
と、この被写体の画像がプロセッサ２０に接続されたテレビモニタ（図示略）に映し出さ
れる。
【００１６】
　電子内視鏡１０による作業が完了した後に、光源ランプ４５が発光したままの状態で、
ライトキャリングバンドルスリーブ１４ｂを支持用孔２８及び挿入孔２２ａから完全に抜
き出すと、遮光蓋３３がトーションばねの付勢力によって閉塞位置に自動的に復帰し、支
持用孔２８の後端開口を閉塞するので、光源ランプ４５から出た光が支持用孔２８及び挿
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入孔２２ａを通ってケース２１の外部に漏れることはない。
　そして、上記スイッチをＯＦＦにすれば光源ランプ４５が消灯する。
【００１７】
　このように本実施形態によれば、入射光制限孔２９と支持用孔２８が予め高い位置精度
で穿設された単一のライトキャリングバンドルスリーブ支持部材２３を、固定ねじ２４に
よって底板２１ｃの上面に固定することにより、光源ランプ４５の照明光束を導光ファイ
バ１５の入射端面１５ａにのみ導いている。従って、従来の内視鏡用光源装置に比べて部
品点数が少なく、製造コストを低く抑えることが可能である。
　さらに、支持用孔２８と入射光制限孔２９を具備するライトキャリングバンドルスリー
ブ支持部材２３を、固定ねじ２４によって底板２１ｃに固定するだけで、照明光束を入射
端面１５ａにのみ導くことが可能となるので、支持用孔２８と入射光制限孔２９を具備す
る部材（ライトキャリングバンドルスリーブ支持部材２３）の底板２１ｃへの固定作業が
従来に比べて容易である。
　また、ライトキャリングバンドルスリーブ支持部材２３がアルミニウム製なので、ライ
トキャリングバンドルスリーブ支持部材２３は軽量化が図られており、結果的にプロセッ
サ２０全体の軽量化が図られている。なお本実施形態ではライトキャリングバンドルスリ
ーブ支持部材２３をアルミニウムの一体成形物としたが、ライトキャリングバンドルスリ
ーブ支持部材２３は一体成形物ではなくてもよく、またアルミニウム以外の材料によって
成形してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施形態の全体構造を示す外観図である。
【図２】プロセッサの一部を縦断側面図である。
【図３】図２のIII－III矢線に沿う断面図である。
【図４】ライトキャリングバンドルスリーブ支持部材と支持筒とケーシングの一部を破断
して示す側面図である。
【図５】ライトキャリングバンドルスリーブ支持部材と支持筒の平面図である。
【図６】ライトキャリングバンドルスリーブ支持部材と支持筒の正面図である。
【符号の説明】
【００１９】
１０　　電子内視鏡（内視鏡）
１１　　操作部
１２　　挿入部
１２ａ　湾曲部
１３　　湾曲操作装置
１４　　ユニバーサルチューブ
１４ａ　コネクタ部
１４ｂ　ライトキャリングバンドルスリーブ
１５　　導光ファイバ
１５ａ　入射端面
２０　　プロセッサ
２１　　ケーシング
２１ａ　前壁
２１ｂ　円形孔
２１ｃ　底板
２１ｄ　挿通孔
２２　　支持筒
２２ａ　挿入孔
２２ｂ　小径部
２２ｃ　大径部
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２３　　ライトキャリングバンドルスリーブ支持部材
２３ａ　固定部
２４　　固定ねじ
２５　　ねじ孔
２６　　ファイバ支持脚
２７　　制御脚
２８　　支持用孔
２９　　入射光制限孔
３０　　遮光板
３１　　ヒンジ
３２　　回転軸
３３　　遮光蓋
４０　　ランプ電源
４１　　イグナイタ
４２　　ヒートシンク
４３　４４　取付孔
４５　　光源ランプ（光源）
４６　　マイナス側給電線
４７　　プラス側給電線
５０　　レンズホルダ
５１　　レンズ固定孔
Ｌ１　Ｌ２　　集光レンズ

【図１】 【図２】
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